
事務 ト

理

1,803 0

伸び率（

経

％） △4.9% △5.

費

3% △2% 1.5% 1

[

8.9% 19.1% △

長

38.1% △100%

期

0% 0%

人件費
正規職

総

員 21,695 23,

合

769 23,657 2

計

6,294 27,30

画

4 27,062 27,

]

142 0 0 0

正規職員

そ

以外 3,905 4,3

の

36 4,535 5,6

他

03 4,722 4,6

分

99 4,699 0 0 0

野

小計 25,600 28

別

,105 28,192

目

31,897 32,0

標

26 31,761 31

４

,841 0 0 0

国庫支

誰

出金 1,150 652

も

1,225 678 1,

が

453 918 896 0

安

896 0

県支出金 57

心

6 497 549 656

し

675 654 433 0

て

433 0

市　　債 0 0

住

0 0 0 0 0 0 0 0

そ 

み

の 他 0 0 0 0 0 0 1

続

3 0 0 0

一般財源（税

け

等） 776 1,247

ら

677 1,099 78

れ

7 1,326 461 0

る

474 0

所要人数 正規

持

職員 2.72 2.98

続

2.96 3.29 3.

可

39 3.36 3.37

能

0.00 0.00 0.

な

00

（人） 正規職員以

ま

外 1.72 1.91 1

ち

.91 2.36 2.0

事

7 2.06 2.06 0

業

.00 0.00 0.0

区

0

主な予算内訳
報酬　

分

6,984千円　委託

(

料　1,606千円　

2

共済費　1,172千

)

円

自治事

３　目標

務

及び実績
指標名 単位 平

法

成29年度 平成30年

定

度 平成31年度 令和0

受

2年度 令和03年度

活

託

動
指
標

精神保健福祉ボ

事

ランティア登録者数
人

務

目標値 50 50 50 5

○

0 50

実績値 38 33

そ

3０

達成度(%) 76

の

% 66% 60% % %

地

他

域生活支援ルーム登録

政

者数
人

目標値 23 23

　

23

実績値 20 25 2

策

６

達成度(%) 86.

７

9% 108.6% 11

健

3% % %

精神障害者保

康

健福祉手帳の所持者数

で

人
目標値

実績値 2,5

元

85 2,702 3,0

気

20

達成度(%) 0%

に

0% 0% % %

成
果
指
標

暮

精神保健福祉ボランテ

ら

ィア利用者数
件

目標値

せ

720 720 720 7

る

20 720

実績値 72

環

0 720 720

達成度

境

(%) 100% 100

づ

% 100% % %

地域生

く

活支援ルーム参加延べ

り

人数
人

目標値 1,20

会

0 1,100 1,10

計

0

実績値 1,106 1

一

,008 767

達成度

般

(%) 92.1% 91

会

.4% 69.7% % %

計

障害福祉サービス支給

款

決定数（精神障害者）

衛

人
目標値 1,188 1

生

,378 1,460 1

費

,548 1,548

実

施

績値 1,065 1,1

　

50 1,279

達成度

策

(%) 89.65% 8

４

3.4% 87.6% %

保

%

健医療対

事

策の推進 会計・ 項 保健衛生費

予算区分 目 保健所費

取組方針 ４
精神保健対策の充実 大事業 保健所事業

中事業 地域生活支援事業

事業種別 継続 関連個別計画 障害者福祉計画　地域保健医療計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長

業

・Tel 保健対策課 豊田　忠彦 488-5104

事業実施の根拠法令 障害者総合支援法 関連課 障害者支援課

１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要

事

チ

業
目
的

精神障害者に対し、障害福祉サービスの支給決定を行ったり、レクリ 精神障害者にかかる障害福祉サービスの支給決定や、精神障害者へのボランティア活動支援や社会参加促

エーション活動を通して相互に交流し、社

ェ

会参加の促進を行う。 進を行うことにより精神障害者福祉の向上を図る。

事
業
内
容

平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和02年度 令和03年度

地域生活支援ルーム運営事業 地域生活支援ルーム運

事

営事業 地域生活支援ル

ッ

務

ーム運営事業 ボランテ

事

ィア活動支援事業、 ボ

業

ランティア活動支援事

N

業、

、ボランティア活

o

動支援事業 、ボランテ

事

ィア活動支援事業 、ボ

業

ランティア活動支援事

名

業 認定調査事業、精神

[

障害者ボ 認定調査事業

事

、精神障害者ボ

、レク

ク

業

リエーション活動事業

基

、レクリエーション活

本

動事業 、認定調査事業

情

、精神障害者 ウリング

報

大会開催事業等 ウリン

]

グ大会開催事業等

、認

9

定調査事業、精神障害

1

者 、認定調査事業、精

7

神障害者 ボウリング大

地

会開催事業、精

ボウリ

シ

域

ング大会開催事業等を

生

ボウリング大会開催事

活

業等を 神障害者家族支

支

援事業等を実

実施した

援

。 実施した。 施した。

事業
事業

２　

区

事業コスト

事業費等（

ー

分

千円）
平成29年度 平

(

成30年度 平成31年

1

度 令和02年度 令和0

)

3年度

当初予算 決算 当

事

初予算 決算 当初予算 決

業

算 当初予算 決算 計画 決

経

算

事業費 2,502 2

費

,396 2,451 2

○

,433 2,915 2

管

,898 1,803 0



性]事業手段は妥当か 現行の手段でよい ○ 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか 達成している（90%以上） ○ おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 ○ 重要かつ高い貢献度がある 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか ○ できない 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要

５　今後の方向性（担当課評価）

事
業
内
容
の
方
向
性

充実

現状維持 ○

縮小

廃止

ゼロ 縮小 現状維持 拡大

コスト投入の方向性

精神障害者の保健及び福祉に関する総合的な施策のうち、障害福祉サービス（精神障害者分）の障害者支援区分認定調査や

支給決定、また地域生活支援の充実に

４

関する様々な事業によ

　

り、精神障害者が社会

事

復帰をし、自立と社会

業

経済活動へ参加す

るこ

の

とができるように支援

評

を行う義務があるため

価

。

担当課評価の根拠

　

評

地域生活支援ルーム事

価

業については、地域に

基

精神障害者が利用でき

準

る障害福祉サービス事

[

業所も増加し、当初の

妥

目的を達

成したため令

当

和元年度で終了とした

性

。

　精神障害者ボウリ

]

ング交流大会に関して

事

継続した取組みが必要

業

である。

　精神障害者

の

ボランティア育成事業

ニ

に関しては、委託事業

ー

者との協働を行い継続

ズ

した取組みを続けなく

は

てはならない。

見直し

あ

・改善内容 　令和元年

る

度実施した精神障害者

か

家族支援事業について

増

は、令和２年度から精

加

神障害にも対応した地

し

域包括システム推進事

て

業として実施すること

い

とした。

　障害福祉サ

る

ービスに関することに

○

ついては、障害者支援

横

課と常に情報共有を図

ば

り、連携を促進しなけ

い

ればならない。

減少している

[妥当


